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ハイフレックス型授業とは？
🌸

ハイフレックス型授業のタイプ

9月11日 サイバーシンポジウム
京都大学情報環境機構教授
中村素典先生講演資料 より

多くの看護学実習はブレンド型で実施
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この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY-SA-NC
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5-6月：全面中止 7月：一部の領域で実習可関西国際大学保健医療学部
看護学科 3年生
2020臨地実習スケジュール

5月中旬に開始
～12月末終了
↓

5-6月：全面中止
↓

7月以降：一部の実習施設で
実習可

領域によっては、
全期間 実習不可

5 6 7 98 10 11 12
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看護学の臨床(臨地）実習

一人の患者さんを受け持ち、看護が必要な問題や課題を見出し、必
要なケアを提供する

👆

患者さんとの関わり（観察、相互作用による発見、関係性の構築）

☞課題・問題の発見

☞ケアを実施

☞自己評価、他者評価

👇

×臨床現場の臨場感、×看護体験を実感する、

×相互作用による学び ×感動 ☞学習へのmotivation↧
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学内の実習代替プログラム（対面/遠隔併用）で
臨床実習の到達目標達成を保証☞授業方略の再編成
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授業方略の再編成

看護に対する興味・関心を失わず、学習のmotivationを維持し、

看護学実習における学習目標の達成を保証するには？

〔技術的課題〕

・ロールプレイ（看護学生ー患者のやり取り）を臨場感を失わず、

在宅学生へ提供

・場面全体を撮影

・手元の細かい動作も撮影

・音声を確実に拾う

・遠隔との併用によって対面学生の学習効果の低減を避ける

👆

4月20日からの遠隔授業開始に向けた 大学内の遠隔授業支援研修・相談会

⇒ハンディカメラとPC接続👈ビデオ・キャプチャー？？など

技術的提案 ・・・・＞品薄で購入困難 7



教室・機器の準備

•

• 教室の学生配置と換気対策

• notePC内蔵カメラ⇒広角レンズのWEBカメラ

notePC内蔵マイクの限界
↓

集音マイクの使用

9月11日 サイバーシンポジウム
中村 素典京都大学情報環境機構 教授先生講演資料 より

《課題》
動きのあるロールプレイ
の映像と音声をどのよう
に収録するか！！
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沐浴槽
作業台

ホワイトボード

在宅学生
5-10名

対面授業
５-10名

（個々の学生はnotePC使用）

P
C

<ロールプレイ>
面接指導

↑
集音マイク

notePC+広角カメラ

教員

教室（実習室）環境 と 機器の配置
窓 窓 窓 窓窓（解放） 窓（解放） 窓（解放） 窓（解放）

ドア（解放） ドア（解放）

２ｍ

２ｍ

１ｍ

１ｍ
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神戸新聞 2020.7.31

【代替実習の授業デザイン】

１．教材

初めての子育てする夫婦の産
科入院中～産後1か月の生活を
ドラマ化したDVD

２．学習課題

１）支援が必要な課題と そ
の根拠を査定

２）支援計画を立案

３）Role Play(役割演技)

退院指導（産後4日）

産後2週間健診

４）実施した支援の評価

（在宅学生とdiscussion）

⇒クラウド保存の映像視聴

３．学習形態

グループワーク

【学生の感想】
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沐浴指導

作業台

ノートパソコン
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沐浴槽
作業台

ホワイトボード

在宅学生
5-10名

対面授業
５-10名

（個々の学生はnotePC使用）

P
C集音マイク

notePC+広角カメラ
↓

教員

教室（実習室）環境 と 機器の配置
窓 窓 窓 窓窓（解放） 窓（解放） 窓（解放） 窓（解放）

ドア（解放） ドア（解放）

天井ミラー

<ロールプレイ>
沐浴指導

１ｍ
１ｍ
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まとめ

１．ハイフレックス型授業では、同時に対面・遠隔学生の双方に配慮しながら、
同じ質の授業を保証しなければならない

ハイフレックス型授業 には、物（映像機器）と人的資源（授業サポーター） が重要な要素

👆

※機器の選択、臨機応変な調整（撮影角度、カメラの位置）が重要

・物 notePC内蔵カメラ⇒広角WEB カメラ、スピーカーマイク（集音マイク）の使用

・人（TAの補助）⇒授業者の意識の分散↧ ⇒授業が格段に楽になり、学生の反応も高まった

２．人も物も限界のある中で、工夫してやっていく

※コロナの状況下では教室のキャパ・構造、電源、WiFi環境等、様々な要素からなる

『連立方程式』を解かねばならない

３．授業デザインの工夫
※対象学生の背景（モチベーション）、授業の場（環境）

教材の選択と提示方法 👈興味の持てる教材と授業展開

遠隔授業の教材は映像と音声

⇒映像・音声の調整が鍵

9月11日 サイバーシンポジウム 中村素典京都大学情報環境機構教授先生講演資料 より

9月11日 サイバーシンポジウム より
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1年生
基礎実習Ⅰ
（1週間？）

２年生
基礎実習Ⅱ
（2週間）

３年生
領域別実習
（春・秋
期）

４年生
統合実習

（春・夏期）
4週間

看護学実習

コロナ禍で、
”学びの犠牲者を出さない”

Fin.

”motivationを
維持・向上できる授業展開を
創意・工夫！！
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